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資料６ 

環境フォーラム 

  フォーラム周知 
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第１部 講演 

 「地球温暖化対策と地域における資源のリサイクル」 

  松下和夫 京都大学大学院地球環境学堂教授 

 

地球温暖化対策と
地域における資源のリサイクル

京都大学 松下和夫

 

 

本日のお話

• 地球温暖化とは？どう取り組むか？

• COP15（コペンハーゲン） とはどんな会議だっ

たのか？

• 日本はどう取り組むべきか？

• バイオマス・エネルギーとは

• 廃食油リサイクルの意味

• 地域からの取り組みと資源循環
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地球温暖化は既に疑う余地がないこと、今後さらに大きな影響が予想されることが、気
候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）第４次評価報告書において明らかにされている。

・過去100年で0.74℃気温上昇
・1995～2006年の最近12年間のうち11年は、1850年以降最も温暖な12年の中に入る
・氷河が後退
・世界各地での極端な気象現象の増加（豪雨・洪水、干ばつ、猛暑）
・20世紀中に平均海面水位17cm上昇

・2100年までに1.1-6.4℃気温上昇

・洪水・干ばつの増大、台風の巨大化（極端な気象現象の増大）
・2100年までに18～59センチ海面が上昇
・熱波、洪水、暴風雨、火災、干ばつによる死亡、疫病、傷害の増加、感染症媒介生物の分布の変化

・穀物類の生産量、魚類の分布、生産量の変化

今後予想される影響

既に現れている影響

世界経済への大きな打撃

地球温暖化が社会に与える深刻な影響地球温暖化が社会に与える深刻な影響
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全球の年平均気温の変化(IPCC第4次報告書）

100   0.074±0.018
50    0.128±0.026

最も温暖な 12 年:
1998,2005,2003,2002,2004,2006, 
2001,1997,1995,1999,1990,2000

Period      Rate

Years  °/decade
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融解する北極の氷
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日本の真夏日日数の変
化（1900～2100年）
日本列島を覆う格子
（100km×100km程度）のうち一つ
でも最高気温が30℃を超えれば、

真夏日１日と数えた（都市化は考
慮されていない）
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日本の夏季（６・７・
８月）の大雨日数の変
化（1990～2100年）
日降水量が100mmを超えれば、
豪雨１日と数えた。

出典：国立環境研/東大気候システムセンター/海洋研究開発機構

温暖化すると真夏日や大雨が増える
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温室効果ガス濃度安定化のためには、排出量を、今後自然吸収量と同等ま
で減らすことが必要。

（IPCC第４次評価報告書(2007)より 国立環境研究所・環境省作成）

温室効果ガス濃度の安定化温室効果ガス濃度の安定化
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出典： Kainuma et al., 2002: Climate Policy Assessment, 
Springer, p.64.

今後のCO2排出量の予測
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世界全体の世界全体のCOCO22排出量と今後の予測排出量と今後の予測
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二酸化炭素の国別一人あたり排出量(2004年）

出典：（財）日本エネルギー経済研究所(2007)EDMC/エネルギー・経済統計要覧より環境省作成  
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気候変動への国際社会の対応
• 1992年、気候変動枠組条約採択

– 究極目的は、自然の生態系や人類に悪影響を及ぼさ
ない水準で温室効果ガスの大気中濃度を安定化させる

• 1997年、京都議定書採択
– 先進国の温室効果ガス排出量を削減する数値目標設

定、世界の取組の「重要な第一歩」。（日本はマイナス
６％）

– 2008年から「第１約束期間」がスタート（～2012年）

• 2013年以降の国際枠組み構築に向けた国際交渉
（COP15、コペンハーゲン）  
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京都議定書の約束の意味京都議定書の約束の意味

• 国際社会との約束

温室効果ガスの削減約束に法的拘束力

• 地球との約束

地球の生態系全体を守るための約束

• 未来との約束

気候変動の影響を受ける将来の世代に対し
て温室効果ガス削減を約束

「平成17年版環境白書」より
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日本の中期(2020年）目標
（国連気候変動サミット、鳩山演説（０９．９．２２ ）

１ 2020年に温室効果ガス排出量90年比25%削減

２．鳩山イニシアティブ：途上国への資金還流と技術移転メカ
ニズム提案

３．主要排出国の同等の努力が前提→国際交渉の課題

４．反応

・国際社会は歓迎

・国民の多数が支持（日経（64%)：09.9.28、読売(75%)：
09.10.5記事）

・産業界は経済への悪影響を危惧、ビジネスチャンスととら
える企業も増える

・米・中も中期目標発表

 

 

日本の中期目標の評価と課題

１．科学の要請に応える

IPCCは先進国全体で90年比25～40％削減勧告

２．経済への影響評価はこれから

前政権の分析は経済構造固定の硬直的モデル。家計負担
は2020年時点で所得が100万円余増加した中での36万。

３．あらゆる政策を動員する必要

地球温暖化対策基本法案

地球温暖化対策税

総量抑制と国内排出量取引（キャップ＆トレード）

再生可能エネルギーに対する固定価格買い入れ制（FIT)
→政策パッケージとして日本版グリーンニューディール
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COP15はどんな会議で

何が決まったのか
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COP15の結果（「コペンハーゲン合意」）

① 世界全体の長期目標：産業化以前からの気温上昇を2 度以内

に抑える。

② 附属書Ⅰ国（先進国）は2020 年の削減目標を、非附属書Ⅰ
国（途上国）は削減行動を、付表１及び２に記載。各国は2010 
年1 月31 日までに記載事項を提出。

③ 締約国の行動はMRV（測定/報告/検証）可能なものとされなけ
ればならない。非附属書I 国（途上国）が自発的に行う削減行

動も国内検証を経た上で、国際的な協議の対象となる。支援を
受けて行う削減行動は国際的なＭＲＶの対象となる。

④ 先進国は、2010～2012 年の間に300 億ドルの新規かつ追加
的な資金による支援を共同で行い、また2020 年までには共同
して年間1,000 億ドルの資金動員目標を約束。

⑤ 2015 年までに（長期目標を含め）合意の実施状況を評価。
28
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COP15をどう評価するか？

• 各国・事前の期待と視点によって異なる

• 当初の目的：京都指定書の第1約束期間後（2013年以

降）の気候変動に関する新たな国際合意

• 2年間の事前交渉の結果：119カ国の首脳が直接参加し、

政治的なリーダーシップを発揮することとなった。

• アメリカ（オバマ大統領）：「前例のないブレークスルー」

• EU議長国（スウェーデン首相）：disaster「大失敗」

• ドイツ（メルケル首相）：「国際的気候変動体制

• に向けたささやかではあるが第一歩」

• 日本（鳩山首相）：「まとまってよかった」（成功）

• スーダン代表：「史上最悪の結果、アフリカでは温暖化に
よる死者が増える。」

29

 

 

COP15の評価は事前の期待と視点
によって異なる ：期待とは？

• コペンハーゲン合意：各国に現実的かつ検証可
能な義務（法的拘束力のある排出数値目標や資
金援助）を課すものではない。→失敗

• 各国首脳が参加することにより、膠着状態を打破
できるとの期待→期待はずれ

• 理由：各国のトップが指示した交渉ポジション自体
が硬直的。ポジションを簡単に変更できないもの
であれば、首脳会談でも打破できない。（特に中
国、米国）
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それでも進展はあった

• 科学的認識：世界全体としての長期目標として産業化以
前からの気温上昇を2 度以内に抑える。→重要。（ただし
この目標を達成するにたる信頼できる道筋に合意できず

• 資金問題：先進国は、2020年までに公・民資金あわせ全
体で毎年1000億ドルの資金を動員に合意。資金問題の
停滞突破と、炭素市場に弾み。

• 2010年から12年にかけて、削減と適応にバランスよく配
分（適応基金は最も脆弱な国を優先する）300億ドルの新
規かつ追加的、予測可能で十分な資金提供を約束。

• 森林問題：森林減少・劣化に取り組み、必要な資源を動
員するための組織を設立するとの明確な認定

• 適応問題：先進国が資金提供をして適応に関する行動と
協力（とりわけ最貧国、発展途上小島嶼国、アフリカ）を行
うことに、緊急の注目。（途上国のカギとなる懸念に応え
る道を開く可能性）

 

 

はたして重要な一歩か？

• 今後の展開が重要

• 現状では法的には宙ぶらりん

• 各国の約束目標を総計しても2100年に温度上昇
を3.2℃におさえるが精一杯（climate action 
tracker推計）。

• 交渉のやり方？制度的欠陥？：最高レベルの参加
者でも先進国対途上国の利害対立を克服できな
かった

• 新世界秩序？途上国主導? 米中主導（オバマ対温

家宝）（米中の国内的な政治的現実を反映）

• EUと日本は限られた役割。
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日本はどうすべきか？
• 25%目標堅持すべきか？（日本の目標突出論）

• 科学に基づく目標、2050年には先進国は80%削減

• 世界の低炭素経済への動きは加速→先行者利得論（日
本経済の生きる道は？）

• 成長戦略と環境戦略の統合：日本版グリーン・ニュー
ディール

• 外交努力（資金・技術支援、国際炭素市場、国境調整税、
国際貢献税）

• 国内制度の早急な整備（炭素税、国内排出量取引制度、
自然エネルギーの固定価格買取制）

• 地域からの取り組み

• 目指すべき日本の社会（inspiration、想像力、創造力、構
想力、未来の選択)

 

 

１． 地球環境の現状と課題
・持続可能な社会に向けた取組（統合的取組の展開）

持続可能な社会に向けて、各社会の実現を目指す取組を統合的に展開し、
自然との共生を図りながら、人間社会における炭素も含めた物質循環を

自然、そして地球の大きな循環に沿う形で健全なものとし、
持続的に成長・発展する社会の実現を図る

循環型社会循環型社会
低炭素社会低炭素社会

自然共生社会自然共生社会

温室効果ガス排出量
の大幅削減

自然の恵みの享受と継承

持続可能な社会

地球生態系と共生して、
持続的に成長・発展する

経済社会の実現

３Ｒを通じた資源循環

気候変動と生態系

気候変動とエネルギー・資源

生態系と環境負荷

34

（１） 21世紀環境立国戦略 （平成19年６月閣議決定）
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人間の生活の「場」としての地域社会

• グローバル化とローカル化の同時進行：情報は
グローバルに、人間の生活は大地と地域社会と
ともに

• 文化、自然、人間的環境を生かした地域社会の
再生、地域社会の共同事業

• 低炭素社会≒知識社会（←人的投資が生産条
件、社会資本＝人間の絆、知識を与えあう）

• 地方自治体の自己決定権：市民の協働による
地域再生
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地方自治体の温暖化対策

1.計画策定：温暖化防止計画の立案、目標設定、施

策の総合化

2.事業者としての温暖化防止活動：率先実行計画、数

値目標を掲げる、庁舎等におけるエネルギー節約、
廃棄物処理、上下水道事業、公立学校・公立病院
の運営等

3.市民・事業者への働きかけ：普及･啓発、助成・支援

4.温暖化対策に資する公共事業実施、社会システム

整備：規制（削減義務付け）、経済的手段（炭素税）
など

現状：２．３．はかなりやっているが、４．はまだまだ
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バイオマスと廃食油リサイクル

 

 

バイオマスとは

• 生物資源（bio）の量（mass）を表す概念で、

一般的には「再生可能な、生物由来の有機
性資源で化石資源を除いたもの」をバイオマ
スと呼ぶ 。

• バイオエネルギーとは：

バイオマスから得られるエネルギーのことを
指す。バイオマスエネルギーとも呼ばれる。

（バイオマス情報ヘッドクォーターより抜粋）
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バイオマスにはどんなものがあるか？

• 大まかには、
①廃棄物系バイオマス（廃食油、古紙、家畜排せつ物、食品廃

棄物、建設発生木材、製材工場残材、黒液（パルプ工場廃
液）、下水汚泥、し尿汚泥 等）

②未利用系バイオマス（稲わら、麦わら、もみ殻、林地残材等）、
③資源（エネルギー）作物（さとうきび、トウモロコシなどの糖質

系作物、なたねなどの油糧作物）。

• ＜廃棄物系バイオマスを水分で判別する分類＞
• 代表的なWet系バイオマス：

生ゴミ、糞尿、下水汚泥など
• 代表的なDry系バイオマス：

木材（端材、廃材）、ワラ、剪定枝など

 

 

バイオマス由来の製品
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カーボン・ニュートラル
（CO2を増やさない）

• バイオマスは燃焼させると
二酸化炭素が排出される。
しかしこれに含まれる炭素
は、そのバイオマスが成
長過程で光合成により大
気中から吸収した二酸化
炭素に由来する。そのた
め、バイオマスを使用して
も全体として見れば大気
中の二酸化炭素量を増加
させていないと考えてよい
とされる。

（Wikipediaより）

概念図

 

 

バイオディーゼル燃料：BDF

• 植物性の廃食用油を回収し
て、脂肪酸とグリセリンに分
離し、脂肪酸をメタノールでエ
ステル化したもの。FAME（脂
肪酸メチルエステル）と呼ば
れる。B100は100％BDFで
あり、ニートFAMEとも言う。
B5は5％BDF、95％軽油の
混合軽油のこと。

• 有名な事例：

京都市の市バス燃料、

菜の花プロジェクト

西淀川の取り組み
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てんぷら油で走る京都の市バス

バイオディーゼル燃料（B100：BDF１００％) ５０００L/日
軽油混合燃料(B２０：２０％混合) ３０００L/日

年間１６１万リットル

生産コスト：B１００ 102円/L（非課税）←軽油相当価格

B２０ 135円L/（軽油並みの課税）
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資源管理政策と資源生産政策

• 海外、特に途上国では、バイオマス生産とバイオマス利用に
よる自然破壊が懸念され管理政策の必要性が高まっている。
→廃食油にはこのような問題はない

• 一方、日本ではバイオマス利活用が進まず、バイオマス生産
や利用促進政策の充実が求められている。

• 政策による優遇：ドイツの例（高い導入目標、税制優遇、生
産者への奨励）

• 市民の参加による運動

人間活動のどうコントロールするのか、どのよ
うにバランスを保つのかが大切。

 

 

まとめ

• 世界は確実に低炭素の社会に

• 日本はどうする？

• これからの地域はどうなる、どうする？

• 人間の生活の「場」としての地域社会

• 地域から学び、つなごう

• てんぷら油を使って、青空と、自然の笑顔をと
りもどそう
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第２部 国の取り組み発表 

 

環境省近畿地方環境事務所配布資料 

国土交通省近畿運輸局配布資料 
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    バイオディーゼル燃料のビジネスモデルの構築に関する検討 

     環境省近畿地方環境事務所 

環境省近畿地方環境事務所

近畿圏広域地方計画

関西地域の協働によるＣＯ２削減及び
資源循環圏の構築に関する調査

・バイオディーゼル燃料のビジネスモデルの構築に関する検討
（近畿地方環境事務所）

・家庭用燃料電池「エネファーム」の普及に向けた検討ほか
（近畿経済産業局）

・観光地におけるモビリティ・マネジメントに関する検討
（近畿運輸局）

国の取り組み発表

 

 

バイオディーゼル燃料のビジネスモデルの
構 築 に 関 す る 検 討

環境省近畿地方環境事務所

環境省近畿地方環境事務所
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環境省近畿地方環境事務所

本日の発表内容

①バイオディーゼル導入に向けた
課題の整理と課題解決の事例等

②地域におけるモデル事業推進の

継続的な仕組みの検討

 

 

バイオディーゼル導入の課題①

環境省近畿地方環境事務所

・原料の確保
日本の場合、廃食油が主な原料

・燃料精製時の副産物
多くで行われている水洗浄式アルカリ触媒法による副産物や排水

・燃料の品質
小バッチ製造による品質のばらつき
燃料が酸化することによる品質の劣化

・燃料の価格
廃食油回収の費用を含むとコスト高

・利用先の確保
軽油価格の変動により安定した買い手がつかない、量の問題

①バイオディーゼル導入に向けた課題の整理と課題解決の事例等
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バイオディーゼル導入の課題②

・税法上の問題（地方税法上の軽油引取税）
バイオディーゼルは軽油引取税は非課税 軽油と混合する時点で
軽油引取税（地方税）が課税される。申請・承認の手続きが煩雑。

・品質確保の問題
揮発油等の品質の確保に関する法律への対処。高コスト化。

・消防法の問題
燃料の製造行為及び各種危険物取り扱いの申請・許可

・廃掃法の問題
廃食油回収の手続き、薬品の取り扱い、副産物の処理

・都市計画法の問題
精製プラントの立地条件

環境省近畿地方環境事務所

①バイオディーゼル導入に向けた課題の整理と課題解決の事例等

 

 

環境省近畿地方環境事務所

課題解決の事例

【事例１】回収ポイント制度
ＮＰＯ法人「鳥取発エコタウン２０２０」
家庭で使用済みになった食用油（廃食）を回収
するロボットを設置
家庭とロボット、回収事業者を情報ネットワー
クで結び、データを一元管理

【事例２】新たな回収システムの導入
(有)三重古紙センター
ドライブスルー型無人ヤードにＢＯＸ型の回収
機を設置
古紙類と缶類だけを回収するステーションの
予定だったが、廃油の処理に困っているので
回収所を作って欲しいという住民の要望によっ
て実現

①バイオディーゼル導入に向けた課題の整理と課題解決の事例等
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課題の解決策案

環境省近畿地方環境事務所

①バイオディーゼル導入に向けた課題の整理と課題解決の事例等

○副産物の処理及び排水処理の費用削減
超臨界アルコール法（STING法）や酵素触媒法による
バイオディーゼルの精製は、従来の化学触媒法での生
成によるグリセリンや水洗後の排水を発生させない生
成法として注目されています。

○バイオディーゼル燃料の品質確保
①品質の安定化を図るためバイオディーゼル燃料精製を

大規模施設化にする。
②小規模施設における品質の安定化と品質を安定するた

めの分析費用の低価格化が必要です。

 

 

環境省近畿地方環境事務所

あなたの家庭での廃食油の処理方
法は？(n=25)

廃食油の回収を西淀川区内で行って
いることをご存知ですか？(n=25)

・調査方法
大阪府立西淀川高校で10月24日に行われた環境フェスタ
に来場された方にアンケート調査を行いました。

西淀川環境フェスタのアンケート結果①

16.0%

52.0%

0.0%

28.0%

4.0%

4.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

地区や団体で回収してもらっ
ている

固めてもしくは新聞に吸わせて
燃えるゴミとして出している

下水道に流している

使い切るようにしているので廃
油は出ない

油はほとんど使わない

その他

不明

はい
56.0%

いいえ
44.0%

②地域におけるモデル事業推進の継続的な仕組みの検討
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環境省近畿地方環境事務所

廃食油を回収するとしたら回収拠点
はどのような場所が良いとおもわれ
ますか？(n=37)

今後廃食油回収に協力いただけます
か？(n=25)

西淀川環境フェスタのアンケート結果②

8.1%

21.6%

24.3%

5.4%

10.8%

10.8%

2.7%

2.7%

0.0%

13.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

資源ごみ回収の拠点
小・中学校などの学校、各種教

育機関
スーパーなどの商店

ガソリンスタンド

区役所などの公共機関

地域の公民館

有志宅による拠点での回収

上記の組み合わせ

その他

不明

廃油の提供
に協力できる

 52%

不明
 0%協力できない

 0%

その他, 4 .0%

なんとも
いえない

 20%

廃油の回収
に協力できる

 24%

②地域におけるモデル事業推進の継続的な仕組みの検討

 

 

環境省近畿地方環境事務所

回収拠点の検討

訪問介護ステーションげんきの郷

浄土真宗 泰心山 西栄寺

浜田たばこ店

木村洋品店

その他

みどり保育園

なかよし学童保育所
学童保育所

新規拠点

淀中学校

西淀川高校
教育関係

西淀川こどもセンター

あおぞら財団
団体

既存拠点

浄土真宗 泰心山 西栄寺

柏里なかよし学童

②地域におけるモデル事業推進の継続的な仕組みの検討

・回収拠点一覧
既存拠点４ヶ所
新規拠点６ヶ所
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環境省近畿地方環境事務所

回収拠点募集の具体的方法

●回収グッズの製作

• 廃食油回収呼びかけ用チラシ 50,000枚

• 廃食油回収ステーション募集用チラシ 5,000枚

• 廃食油回収のネットワーク周知用ポスター 200枚

• ノボリ 100本

• ステッカー２種類 各1,500枚

• 菜種 2,000個

• 菜の花栽培ガイド（菜種配布用台紙） 2,000枚

• 廃食油の回収のための回収セット 100セット

• ガイドブック 1,000部

• 周知のための横断幕 1枚

●回収グッズの製作による効果

ノボリがあることにより廃食油の回収拠点である
ことが明確となり、持ってくる人が増加

周知用ノボリ

廃食油回収セット

②地域におけるモデル事業推進の継続的な仕組みの検討

 

 

廃食油回収活動周知の活動

廃食油回収活動のための啓発紙芝
居や回収拠点マップを作成し周知
を行っています。
本日のフォーラムにおいてもサブ
会場で、紙芝居の読み聞かせを行
います。
また、2月21日（日）に大阪国際
交流センターで行われる、「ファ
シリテーターのための実践講座」
の教材として用いられます。

環境省近畿地方環境事務所

②地域におけるモデル事業推進の継続的な仕組みの検討
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環境省近畿地方環境事務所

回収活動への参加

活動への参加理由
・地域にある学童保育所なので地域に役立つ

取り組みを行いたい。
・社会的に役立つことは、子供にとって教育

的に良い。
・廃油を回収する場所があれば、油を使った

料理をする気になる。
・まずは自分がやってみて、自宅周辺の地域

で広げたい。

回収拠点依頼時に多かった質問
・油とつくものは、どんな油でも回収してくれる

のですか？
・混ぜてはいけないものには何があるのですか？
・どうして環境に優しいエネルギーなの？

②地域におけるモデル事業推進の継続的な仕組みの検討

 

 

環境省近畿地方環境事務所

継続的仕組みを作るためには・・・

②地域におけるモデル事業推進の継続的な仕組みの検討

キーワード
①「なにかのついで」
買い物や、ごみ出しを行うついでに廃食油を
持参できることが、賛同者を拡大。

②「見える化」
廃食油に限らないが、資源化物として分別し、
排出したものの利活用の方法が明確になって
いること。
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電池産業の振興方策の検討について 

     経済産業省近畿経済産業局 

電池産業の振興方策の検討について

近畿経済産業局

資源エネルギー環境部

エネルギー対策課  

 

1道路 駅 学校 病院・老人ホーム

住宅 メガソーラー コンビニエンス・ストアー ガソリン・スタンド

太陽電池とは

太陽電池とは、シリコン半導体などに光が当たると電気が発生する現象を利用し、太
陽の光エネルギーを太陽電池（半導体素子）で直接電気に変換する発電方法。

導入普及に向けて、各種補助制度の他、昨年１１月から売電単価の２倍程度で余っ
た電力を買い取る新たな制度が開始された。

1  
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リチウムイオン電池

鉛電池

ニッケル水素電池

ＮａＳ電池

蓄電池とは

蓄電池は、自動車用や出力安定化用として、それぞれの特色を活かしながら開発・利
用されており、主に①鉛電池、 ②ＮａＳ電池、 ③ニッケル水素電池、④リチウム電池の

４種類がある。

 

太陽光 

内燃力 

風力 

蓄電池 蓄電池 

蓄電池 

太陽光 

ハイブリッド、プラグインハイブリッド 電気自動車 マイクログリッド 2

携帯電話 パソコン

 

 

燃料（都市ガス、LPG、灯油）

から水素を取り出す。

水素と空気中の酸素の化学反応により

電気とお湯を作る。

燃料電池とは

燃料電池とは、「水素」と「酸素」を化学反応させて、直接「電気」を発電する装置。

平成２１年５月から「エネファーム」の統一名称の下、家庭用燃料電池の一般販売が
世界に先駆けて開始された。

家庭用燃料電池

3  
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（資料）各ﾒｰｶｰ公表資料などより作成

大津市

和歌山市

京都市

堺市

大阪市

橿原市

奈良市

神戸市

洲本市

兵庫県

滋賀県

和歌山県

京都府

大阪府
奈良県

［大阪市住之江区］パナソニック
ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池

稼働予定：2010年4月

［貝塚市］三洋電機
ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池

［南あわじ市］三洋電機
ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池

［東近江市］京セラ
太陽電池

［堺市堺区］シャープ
太陽電池

稼働予定：2010年3月

［紀ノ川市］パナソニック
ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池

［草津市］ﾘﾁｳﾑｴﾅｼﾞｰｼﾞｬﾊﾟﾝ
ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池

［葛城市］シャープ
太陽電池

：二次電池関連

：太陽電池関連

道路整備状況

供用中
事業中
調査中
未着工

※下線は稼働中

［大津市］三洋電機
太陽電池（モジュール化）

［加西市］三洋電機
ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池
（第2号ライン）

稼働予定：2011年

［洲本市］三洋電機
ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池

：燃料電池関連

［守口市］パナソニック
ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池

［神戸市］川崎重工業
ﾆｯｹﾙ水素電池

［大山崎町］日立マクセル
ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池

［京都市］GSﾕｱｻﾊﾟﾜｰｻﾌﾟﾗｲ

鉛蓄電池

［貝塚市］三洋電機
太陽電池

［草津市］パナソニック
燃料電池

［福知山市］
ブルーエナジー
ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池

稼働予定：2010年秋

関西の主な電池関連産業の立地状況

4  

 

太陽電池セルの生産量（国際比較）

（資料） PV News.をもとに経済産業省が作成

太陽電池の世界シェア

5  
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リチウム電池の世界シェア

6  

 

電池産業の振興方策の検討について

7

１．化学電池産

業の我が国及
び関西の現状

２－１．化学電池産
業競争力強化のた

めの課題抽出

３－１．化学電池産業

における中堅・中小企
業が参入できる技術

分野等の検討

平成23年度予算等

への反映を目指す

平成23年度予算等

への反映を目指す

平成22年度の当局

事業として実施

平成22年度の当局

事業として実施

【アンケート】

中堅・中小企業
1,000社

【ヒアリング】

自治体、産業支援
機関10機関

２－２．化学電池産
業の競争力の維

持・強化策の検討・
提案

３－２．化学電池産
業における大企業と

中堅・中小企業の連
携方策の検討・提案

【試行】
燃料電池分

野における
大企業と中

堅・中小企
業の勉強会

形式による

マッチング
実験

第１回委員会検討範囲

第２回委員会検討範囲

第３回委員会検討範囲

３－３．化学電池
産業に参入実
績・意欲・可能性
のある中堅・中
小企業の把握

【ヒアリング・
アンケート】

参加企業か

らの評価

【ヒアリング】
大企業20社、中

堅・中小企業15
社、学識者5名

関西地域に集積する電池産業（太陽電池、蓄電池、燃料電池）のさらなる発展を目指し、
「化学電池産業振興方策検討委員会」を設置し①電池産業の競争力維持、強化のため
の方策、②同産業をリードする大企業とこれを支える中小企業の連携方策を検討。

市原達朗
財団法人京都高度技術研究所 京都知的クラスター本部
京都環境ナノクラスター 事業総括

◎ 小久見善八 京都大学　産官学連携センター 特任教授

嘉数隆敬 大阪ガス株式会社 燃料電池システム部長

栗林良造
パナソニック株式会社 ホームアプライアンス社
燃料電池プロジェクト 総括担当 参事

建元 章 岩谷産業株式会社 上級理事 水素エネルギー部長

○ 谷本一美
独立行政法人産業技術総合研究所 関西センター
ユビキタスエネルギー研究部門 副部門長

堤 香津雄
川崎重工業株式会社 技術開発本部 プロジェクト部
ギガセルプロジェクト室 理事

中川正隆 大阪商工会議所 経済産業部長

林 成和
独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
燃料電池・水素技術開発部　蓄電技術開発室
革新蓄電池開発センター　主幹

藤谷 伸
三洋電機株式会社 モバイルエナジーカンパニー
エナジー研究所　所長

八木嘉博 財団法人大阪科学技術センター 技術・情報振興部長

（◎は委員長、○は副委員長）
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電池産業の振興方策の検討結果について

8

【基礎研究段階】
１．国際競争力維持に向けた、国レベルでの基礎研究の推進
２．電気化学分野における人材の育成

【実証研究段階】
３．製品の仕様等の開示による企業の参入促進

→ 「関西エネファームサロン」における試行的取組へ
４．公的な蓄電池評価設備の整備
５．貴重なデータの蓄積を目指した実証研究の推進

【導入支援段階】
６．補助金や買取制度など政策的な導入支援
７．太陽電池・燃料電池・蓄電池を組み合わせたトータルなビジネスモデルが必要
８．水素供給などインフラの整備

【国際競争力の維持・強化】
９．研究者や技術など、海外への流出対応
１０．国際競争力強化に向けた標準化への対応

 

 

（１）補助対象者
・家庭用燃料電池コージェネレーション（エネファーム）

を設置する者、及び、
・リース等により家庭用燃料電池コージェネレーションを

提供する者

（２）補助対象機器
一定の性能要件を満たす高品質機器であること等。
①0.5～1.5kw（１台当たり）の発電能力があること
②総合エネルギー効率が80％以上であること
③150Ｌ以上の貯湯タンクを有するもの

（３）補助率
導入費用の1/2相当（補助上限額140万円）

民生用燃料電池導入支援事業

○将来の水素社会の構築に向けて、21年度から世界に先駆け
て本格販売が開始される家庭用燃料電池コージェネレー
ションシステムの設置者に対して購入・設置費用の一部を
補助し、導入初期段階における市場を創出する。
（家庭用燃料電池は、25％の省エネ効果、39％のCO2削減
効果（20年度大規模実証の結果））

事業の目的事業の目的 実施体制実施体制

国
燃料電池

普及促進協会
（ＦＣＡ）

設置者

事業の内容事業の内容 事業イメージ事業イメージ

補助（定
額）

補助
（導入費用の1/2相当）
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燃料電池は、構成する部品点数
が多く、関連産業の裾野が広い。

また、コストの多くの部分は周辺
部品（補機）が占めている。

燃料電池の事業は、「環境効果」ととも
に、近畿地域の関連産業（特に高い技術
を持った中小企業群）の創出・育成に大き
な貢献が期待される。

燃
料
改
質
装
置

インバータ 廃熱回収装置

補機・その他
ブロアー 水流量計
燃料切替弁 燃料流量計

空気流量計 圧力計ガスセンサー
温度センサー 冷却水タンク
空気フイルター パッキン類

空気流路配管 加湿器
その他配管・継ぎ手 等

貯湯タンク
タンク ケーシング
三方弁 バックアップ熱源 等制御部

メイン基盤 スイッチング電源
リモコン ハーネス 等

インバータ
インバータ
リレーボックス 等

貯
湯
タ
ン
ク

燃料電池スタック

都市ガス
ＬＰガス

水素

電
流

温水
市水

燃料電池を構成する主要部品・デバイス(イメージ図） 空
気

廃
熱

データ出所：ＮＥＤＯ「固体高分子形燃料電池実用化戦略的技術開発」
定置用燃料電池市場化戦略検討会報告書より（平成１７年４月）

燃料改質装

置, 12 

燃料電池本

体, 17 

インバータ, 5 

その他補機

類, 46

組立費, 8 

廃熱回収装

置, 12 
コストの内訳

（単位：％）

10，000台／年
生産時の想定

家庭用燃料電池（1ＫＷ級）の想定コスト

燃料電池がもたらす波及効果
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【関西エネファームサロンの概要】
（１）メンバー

参加企業：パナソニック株式会社、中堅企業14社

事務局：近畿経済産業局、三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング

（２）内容
第1回：パナソニックから燃料電池に関する今後の戦略、補機のスペック等の説明
第2回：パナソニック草津工場見学
第3回：パナソニックと中堅企業との個別商談会
第4回：平成22年度経済産業省施策説明、全体総括

「関西エネファームサロン」の開催
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家庭用燃料電池の低コスト化、高性能化を目指し、システムメーカーと関西のものづ
くり中堅・中小企業が、家庭用燃料電池（エネファーム）に関する技術課題を共有し、そ
の解決策等について情報交換を行う勉強会「関西エネファームサロン」を設置。

この活動を通じて、エネファームの補機分野等における大手企業と中堅・中小企業
の取引や共同開発等のマッチングの創出を図る。

第１回関西エネファームサロンの様子→

 

 

 




